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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第91期

第３四半期
累計期間

第92期
第３四半期
累計期間

第91期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日

自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 (千円) 13,135,238 12,489,913 17,852,791

経常利益 (千円) 507,041 487,410 656,927

四半期(当期)純利益 (千円) 273,727 276,544 348,704

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 333,150 333,150 333,150

発行済株式総数 (株) 5,750,000 5,750,000 5,750,000

純資産額 (千円) 5,340,407 5,605,413 5,420,655

総資産額 (千円) 10,052,925 9,960,849 11,009,610

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 47.61 48.10 60.65

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 17.00

自己資本比率 (％) 53.1 56.3 49.2
 

　

回次
第91期

第３四半期
会計期間

第92期
第３四半期
会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.61 17.04
 

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項は発生しておらず、前事業年度の有価証券報

告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更もありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、該当事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。
　

(1)業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策への期待感から円安と株高が進

展するなど景況感は改善したものの、来年度予定の消費税増税等の懸念材料もあり、依然として先行き

は不透明な状況で推移しております。

　貨物自動車運送業界においても、燃料価格の高止まりや、荷主からのコスト削減要請、価格競争の激

化等、厳しい状態が続いております。

　このような状況の中、当社は新規荷主の開拓や、既存荷主への深耕拡大に努めるとともに、内部管理

体制の一層の充実やコスト削減努力並びに安全対策にも注力してまいりました。

　当第３四半期累計期間の業績につきましては、売上高は124億89百万円(前年同期比4.9％減)、営業利

益は４億68百万円(同4.4％減)、経常利益は４億87百万円(同3.9％減)、四半期純利益は２億76百万円

(同1.0％増)となりました。これは前年同期に大型スポット案件が集中していたこと等によりますが、

業績予想に対しては、堅調に推移しております。セグメントの業績は以下のとおりであります。

①運送事業

　当事業につきましては、売上高は87億10百万円(前年同期比5.8％減)となり、セグメント利益は６億

12百万円(同9.1％減)となりました。これは、商業地区の再開発に伴う移転業務等新規獲得があったも

のの、前期スポットの店舗移設関連業務並びに大手顧客のシステム入替業務が収束したことによるもの

です。

②倉庫事業

 当事業につきましては、売上高は22億87百万円(前年同期比5.2％増)となり、セグメント利益は４億

０百万円(同2.4％増)となりました。これは新規案件の獲得や既存顧客の売上が増加したことによるも

のです。

③商品販売事業

　当事業につきましては、売上高６億84百万円(前年同期比22.2％減)となり、セグメント利益は32百万

円(同35.6％減)となりました。これは、大口顧客へのＯＡトナーの販売収束並びに梱包資材の販売減少

によるものです。

④その他

　当事業につきましては、売上高８億７百万円(前年同期比3.3％減)となりましたが、セグメント利益

は75百万円(同2.0％増)となりました。これは、駐車場事業の売上が減少したものの、データ処理業務

を継続受注したことによるものです。
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(2)財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の総資産は99億60百万円となり、前事業年度末に比べ10億48百万円減少いた

しました。資産の主要科目の増減は、営業未収入金が回収により７億54百万円減少いたしました。ま

た、負債は43億55百万円となり、前事業年度末に比べ12億33百万円減少いたしました。負債の主要科目

の増減は、営業未払金が７億82百万円減少いたしました。純資産は利益剰余金の増加等により前事業年

度末に比べ１億84百万円増加して56億５百万円となり、自己資本比率は7.1ポイント増加し56.3％とな

りました。　
　

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。
　
　

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
　
　

(5)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社を取り巻く事業環境は厳しい状況が続いておりますが、本四半期報告書提出日現在において、経

営成績に重要な影響を与える要因はありません。

　当社といたしましては、主力の物流事業(運送・倉庫)の営業及び業務の拡大を図るため、業務本部制

度を導入しております。業務本部間の情報共有化と連携を更に強化することで、物流事業の拡大を推進

すると共に、当社が持つ物流インフラを整備(業務・資本提携)し、新規荷主の開拓と既存荷主の取引拡

大並びに新規事業の開発を行っており、重点市場である首都圏・中部圏での業績拡大に努めておりま

す。
　

(6)経営者の問題意識と今後の方針について

物流業界は、規制緩和が進み業者間の競争が厳しさを増す一方で、荷動きの低迷に直面しており、制

度や法律の改正による企業倫理や安全・環境問題への対応等、企業として果たすべき役割や責任が大き

くなってきております。

　当社は「安全」と「安心」を大切にして物流事業を通じて社会に奉仕することをスローガンに、①商

品・サービスの使命、②社会的使命、③経済的使命の３つの使命を経営理念として株主価値の向上を図

り、社会に貢献できる会社を目指しております。

　なお、コンプライアンス全体を統括する組織として社長を委員長とする「コンプライアンス・リスク

管理委員会」を設置すると共に、「法令遵守マニュアル」を制定しコンプライアンス体制の整備及び社

員の意識高揚に努め、内部管理体制の一層の充実を図ることで主要事業許認可関係に対する法令遵守及

び交通安全対策並びに環境問題に積極的に対応する方針であります。

　また、財務報告の信頼性を確保するため、「財務報告に係る内部統制の整備・運用及び評価の取り扱

い」を定めており、関係規程の整備、役員及び従業員の意識向上、内部監査制度の充実等を図り、財務

報告に係る内部統制の有効かつ適切な運用・管理に努めております。

EDINET提出書類

株式会社ヒガシトゥエンティワン(E04228)

四半期報告書

 4/15



第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,750,000 5,750,000
東京証券取引所
(市場第二部）

単元株式数は
100株であります。

計 5,750,000 5,750,000 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ─ 5,750,000 ─ 333,150 ─ 95,950
 

　

(6) 【大株主の状況】

　　　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

200
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,748,800
57,488 ―

単元未満株式
普通株式

1,000
― 1単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 5,750,000 ― ―

総株主の議決権 ― 57,488 ―
 

(注)１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が５株含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

② 【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヒガシトゥエン
ティワン

大阪市中央区内久宝寺町
三丁目１番９号

200 ― 200 0.00

計 ― 200 ― 200 0.00
 

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員　　　

該当事項はありません。

(2) 退任役員　　　

該当事項はありません。

(3) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏　名 異動年月日

取締役常務執行役員
総務人事部、安全・品質管理部担当

取締役執行役員
総務人事部、安全・品質管理部担当

中橋　俊和 平成25年７月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 872,438 771,780

受取手形
※１ 367,781 ※１ 425,060

営業未収入金 2,781,631 2,027,104

商品 23,473 21,888

その他 390,839 223,475

貸倒引当金 △6,298 △2,452

流動資産合計 4,429,864 3,466,856

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,650,232 2,593,601

機械装置及び運搬具（純額） 90,889 76,800

土地 2,788,437 2,774,839

その他（純額） 54,786 58,733

有形固定資産合計 5,584,346 5,503,974

無形固定資産 109,472 95,372

投資その他の資産

投資有価証券 105,870 112,253

差入保証金 607,090 607,816

その他 244,104 245,244

貸倒引当金 △71,138 △70,668

投資その他の資産合計 885,926 894,645

固定資産合計 6,579,745 6,493,992

資産合計 11,009,610 9,960,849

負債の部

流動負債

支払手形
※１ 88,079 ※１ －

営業未払金 1,714,698 932,328

短期借入金 1,040,000 1,318,000

1年内返済予定の長期借入金 557,930 413,740

未払法人税等 122,368 92,779

賞与引当金 171,416 80,706

その他 508,584 383,993

流動負債合計 4,203,078 3,221,547

固定負債

長期借入金 899,820 597,850

退職給付引当金 157,780 128,227

役員退職慰労引当金 131,560 145,850

その他 196,715 261,961

固定負債合計 1,385,876 1,133,888

負債合計 5,588,954 4,355,435
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（単位：千円）

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 333,150 333,150

資本剰余金 95,950 95,950

利益剰余金 4,981,553 5,160,351

自己株式 △91 △91

株主資本合計 5,410,562 5,589,359

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 10,093 16,054

評価・換算差額等合計 10,093 16,054

純資産合計 5,420,655 5,605,413

負債純資産合計 11,009,610 9,960,849
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 13,135,238 12,489,913

売上原価 10,669,322 10,249,805

売上総利益 2,465,916 2,240,107

販売費及び一般管理費 1,975,926 1,771,439

営業利益 489,989 468,668

営業外収益

受取賃貸料 30,109 27,939

その他 29,973 25,840

営業外収益合計 60,082 53,779

営業外費用

支払利息 30,814 24,202

賃貸費用 10,272 8,821

その他 1,943 2,013

営業外費用合計 43,030 35,037

経常利益 507,041 487,410

特別利益

投資有価証券売却益 － 5,220

特別利益合計 － 5,220

特別損失

固定資産除却損 2,783 364

投資有価証券評価損 16,666 311

会員権評価損 120 －

会員権売却損 412 －

減損損失 － 5,938

特別損失合計 19,982 6,613

税引前四半期純利益 487,059 486,017

法人税等 213,332 209,473

四半期純利益 273,727 276,544
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　
当第３四半期累計期間

(自　平成25年４月１日 至　平成25年12月31日)

　税金費用の計算

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

　
　

(四半期貸借対照表関係)

　
※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理してお

ります。

　なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。
　

 
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 24,994千円 22,323千円

支払手形 9,022 〃 2,457 〃
 

　
　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。　　　　　　
　

 
前第３四半期累計期間
(自　平成24年４月１日
 至　平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成25年４月１日
 至　平成25年12月31日)

減価償却費 200,229千円 182,871千円
 

　

(株主資本等関係)

　
前第３四半期累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,746 17 平成24年３月31日 平成24年６月25日
 

　
２. 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期

　 間の末日後となるもの
　

　 該当事項はありません。
　
当第３四半期累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日)

１. 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 97,746 17 平成25年３月31日 平成25年６月24日
 

　
２. 基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期

　 間の末日後となるもの
　

　 該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 前第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

運送事業 倉庫事業 商品販売事業 計

売上高       

　外部顧客への売上高 9,246,545 2,173,817 879,635 12,299,998 835,239 13,135,238

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 9,246,545 2,173,817 879,635 12,299,998 835,239 13,135,238

セグメント利益 673,692 391,150 50,017 1,114,860 73,597 1,188,457
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,114,860

「その他」の区分の利益 73,597

全社費用(注) △698,468

四半期損益計算書の営業利益 489,989
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　
 当第３四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
（注）

合計

運送事業 倉庫事業 商品販売事業 計

売上高       

　外部顧客への売上高 8,710,349 2,287,592 684,327 11,682,269 807,643 12,489,913

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 8,710,349 2,287,592 684,327 11,682,269 807,643 12,489,913

セグメント利益 612,087 400,690 32,221 1,045,000 75,042 1,120,042
 

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、駐車場事業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,045,000

「その他」の区分の利益 75,042

全社費用(注) △651,374

四半期損益計算書の営業利益 468,668
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　(固定資産に係る重要な減損損失)

　　各報告セグメントに配分していない全社資産において遊休資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し

たことにより、5,938千円の減損損失を計上しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益金額 47円61銭 48円10銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 273,727 276,544

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 273,727 276,544

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,749,795 5,749,795
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　伊與政 元治 ㊞ 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　山本 雅春 ㊞ 

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月14日

株式会社ヒガシトゥエンティワン

取締役会  御中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社ヒガシトゥエンティワンの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第92期事業年度の第３四半

期会計期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から

平成25年12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヒガシトゥエンティワンの平成25年12月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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